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介
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代
日
本
の
人
類
学
史
│
帝
国
と
植
民
地
の
記
憶
』
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響
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、
二
〇
一
六
年
三
月
刊
、
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５
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、
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一　

紹
介
の
目
的

　

本
書
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
の
敗
戦
ま
で
、
日
本
の
人
類
学
史
を
俯
瞰
し
た
研
究
成
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
通
常
の
学
説

史
の
よ
う
な
記
述
の
形
態
は
と
ら
な
い
。
日
本
に
よ
る
ア
ジ
ア
と
の
対
外
関
係
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
人
と
学
問
に
つ
い
て
時
代
と

の
関
わ
り
を
描
い
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
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『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
に
お
い
て
、
本
書
を
ぜ
ひ
と
も
紹
介
し
た
い
。
本
学
は
、
親
鸞
聖
人
を
宗
祖
と
す
る

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
通
称
、
西
本
願
寺
）
の
関
係
校
で
あ
る
が
、
近
代
日
本
の
人
類
学
史
の
形
成
に
際
し
て
、
本
願
寺
派
の
関

係
者
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
研
究
所
の
紀
要
に
て
取
り
上
げ
る
成
果
と
し
て
相
応
と
考
え
る
。

　

本
論
で
は
、
ま
ず
は
著
者
の
紹
介
及
び
本
書
全
体
の
概
要
を
述
べ
よ
う
。
続
い
て
、
通
常
の
書
籍
紹
介
の
域
を
出
て
し
ま
う

が
、
本
書
の
内
容
を
参
考
に
し
た
上
で
、
人
類
学
史
に
お
け
る
本
願
寺
派
関
係
者
の
動
向
に
つ
い
て
、
若
干
の
言
及
を
試
み
た

い
。二　

著
者
の
略
歴
と
研
究
の
動
機

　

本
書
の
著
者
で
あ
る
中な
か

生お

勝か
つ

美み

氏
は
、
現
在
は
桜
美
林
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
群
の
教
授
と
し
て
文
化
人
類
学
の
教
育
と
研

究
に
従
事
し
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
っ
て
中
国
、
香
港
、
台
湾
な
ど
の
中
華
圏
を
対
象
と
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て

き
た
。

　

主
な
研
究
成
果
と
し
て
、『
中
国
村
落
の
権
力
構
造
と
社
会
変
化
』（
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
一
九
九
〇
年
）、『
広
東
語
自
遊
自

在
』（
日
本
交
通
公
社
、
一
九
九
二
年
）、
編
著
『
植
民
地
人
類
学
の
展
望
』（
風
響
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
翻
訳
『
リ
ン
家
の
人
々

│
│
台
湾
農
村
の
家
庭
生
活
』（
マ
ー
ジ
ャ
レ
イ
・
ウ
ル
フ
著
、
風
響
社
、
一
九
九
八
年
）
の
ほ
か
、
多
数
の
論
文
が
あ
る
。

　

本
書
の
課
題
で
あ
る
「
近
代
日
本
の
人
類
学
史
」
は
、
著
者
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験
が
、
研
究
の
出
発
点
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
著
者
が
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
中
国
の
農
村
調
査
を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
で
、
日
本
軍
は
中
国
各
地
を
占
領
し
た
。
著
者
が
、
現
地
を
調
査
し
た
時
期
は
、
戦
争
体
験
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の
あ
る
人
々
が
、
ま
だ
ま
だ
生
き
て
い
た
。
中
国
の
現
地
調
査
を
す
る
な
か
で
、
日
本
軍
に
協
力
し
た
人
類
学
者
の
存
在
を
知
る

の
で
あ
る
。
そ
の
学
者
た
ち
は
、
異
民
族
の
伝
統
的
な
生
活
規
範
を
調
査
す
る
「
旧
慣
調
査
」
や
、
作
戦
時
に
用
い
る
資
料
で
あ

る
「
兵
要
地
誌
」
の
作
成
に
関
わ
り
、
時
に
は
宣
撫
工
作
に
関
与
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

著
者
は
、
中
国
か
ら
出
発
し
て
、
対
象
地
域
を
か
つ
て
の
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に
ま
で
広
げ
て
、
研
究
成
果
を
蓄
積
さ
せ
て

い
っ
た
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
発
表
し
た
論
文
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
し
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
、
日
本

人
類
学
史
の
全
体
像
が
、
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
表
題
に
あ
る
人
類
学
に
つ
い
て
、
本
書
で
の
範
囲
を
確
認
し
て
お
く
。
か
つ
て
は
民
族
学
と
呼
ば
れ
、
現
在
は
文
化
人

類
学
と
い
わ
れ
る
、
ほ
ぼ
同
一
の
学
術
分
野
で
あ
る
。
た
だ
し
、
戦
前
戦
中
ま
で
の
民
族
学
は
、
民
族
政
策
の
た
め
の
学
問
と
し

て
意
義
付
け
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
四
年
に
「
日
本
民
族
学
会
」
が
「
日
本
文
化
人
類
学
」
と
改
称
し
た
こ
と
が
象
徴
的
で
あ
る

よ
う
に
、
学
問
の
名
称
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
名
称
の
変
更
に
よ
り
、
民
族
学
に
よ
る
過
去
の
遺
産
が
忘
却
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
、
筆
者
は
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
人
類
学
の
過
去
を
直
視
し
た
の
が
、
本
書
で
あ
る
。

三　

本
書
の
概
要

（
１
）
構
成

　

本
書
は
、
前
後
篇
に
分
か
れ
、
計
九
章
に
わ
た
る
重
厚
な
分
析
と
記
述
で
あ
る
。
各
章
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

序
章　

研
究
の
課
題
と
方
法
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第
一
節　

研
究
の
問
題
意
識
と
視
点
／
第
二
節　
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
イ
ン
パ
ク
ト
／
第
三
節　

日
本
の
植
民
地
と

人
類
学
／
第
四
節　

研
究
の
対
象
と
方
法

　

前
篇　

植
民
地
の
拡
張
と
人
類
学

第
一
章　

台
湾
：
旧
慣
調
査
と
台
北
帝
国
大
学

第
一
節　

は
じ
め
に
／
第
二
節　

臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
／
第
三
節　

台
北
帝
国
大
学
土
俗
・
人
種
学
研
究
室
／
第
四
節　

台
湾
研
究
か
ら
南
方
研
究
へ
／
第
五
節　

お
わ
り
に

　
　

第
二
章　

朝
鮮
：
慣
習
調
査
と
京
城
帝
国
大
学

第
一
節　

は
じ
め
に
／
第
二
節　

朝
鮮
総
督
府
の
調
査
事
業
／
第
三
節　

京
城
帝
国
大
学
の
研
究
／
第
四
節　

京
城
帝
国

大
学
の
人
類
学
／
第
五
節　

お
わ
り
に

　
　

第
三
章　

南
洋
群
島
：
委
任
統
治
と
民
族
調
査

第
一
節　

は
じ
め
に
／
第
二
節　

南
洋
群
島
統
治
史
／
第
三
節　

日
本
統
治
に
よ
る
調
査
事
業
／
第
四
節　

松
岡
静
雄
の

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
民
族
学
／
第
五
節　

日
本
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
：
土
方
久
功
／
第
六
節　

杉
浦
健
一
と
土
地
旧
慣
調
査
／
第
七

節　

お
わ
り
に

　
　

第
四
章　

満
洲
：
満
鉄
調
査
部
と
満
洲
国
の
民
族
学

第
一
節　

は
じ
め
に
／
第
二
節　

兵
要
地
誌
と
満
鉄
調
査
部
／
第
三
節　

満
鉄
調
査
部
の
旧
慣
調
査
／
第
四
節　

満
洲
国

の
民
族
政
策
／
第
五
節　

満
洲
民
族
学
会
／
第
六
節　

お
わ
り
に

　

後
篇　

戦
時
中
の
民
族
学

　
　

第
五
章　

民
族
研
究
所
：
戦
時
中
の
日
本
民
族
学

第
一
節　

は
じ
め
に
／
第
二
節　

岡
正
雄
の
研
究
所
設
立
構
想
／
第
三
節　

民
族
研
究
所
設
立
ま
で
の
経
緯
／
第
四
節　
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民
族
研
究
所
設
立
運
動
／
第
五
節　

民
族
研
究
所
の
組
織
／
第
六
節　

民
族
研
究
所
の
活
動
／
第
七
節　

研
究
所
の
戦
争

関
与
／
第
八
節　

研
究
活
動
と
海
外
調
査
／
第
九
節　

お
わ
り
に

　
　

第
六
章　

内
陸
ア
ジ
ア
研
究
と
京
都
学
派
：
西
北
研
究
所
の
組
織
と
活
動

第
一
節　

は
じ
め
に
／
第
二
節　

日
本
の
内
陸
ア
ジ
ア
戦
略
／
第
三
節　

西
北
研
究
所
設
立
の
経
緯
／
第
四
節　

京
都
学

派
の
学
術
探
検
／
第
五
節　

西
北
研
究
所
の
成
果
／
第
六
節　

戦
争
と
西
北
研
究
所
／
第
七
節　

お
わ
り
に

　
　

第
七
章　

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
と
ム
ス
リ
ム
工
作
：
内
陸
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
研
究

第
一
節　

は
じ
め
に
／
第
二
節　

日
本
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
関
係
史
／
第
三
節　

イ
ス
ラ
ー
ム
調
査
・
研
究
機
関
／
第

四
節　

戦
時
中
の
ム
ス
リ
ム
調
査
／
第
五
節　

お
わ
り
に

　
　

終
章　

近
代
日
本
の
学
知
と
人
類
学

（
２
）
各
章
の
要
点

　
「
序
章　

研
究
の
課
題
と
方
法
」
で
は
、
本
書
の
導
入
に
当
た
る
も
の
で
、
問
題
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
当
時
の

民
族
誌
を
読
み
込
む
歴
史
学
的
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
調
査
地
を
訪
れ
て
口
述
記
録
を
採
取
す
る
人
類
学
的
方
法
も
駆
使
し

て
、
こ
の
学
問
を
と
り
ま
い
た
時
代
と
社
会
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
古
典
的
民
族
誌
を
歴
史
の
文
脈
に
置
い
て
、
そ
の
政

治
的
経
済
的
背
景
か
ら
民
族
誌
の
あ
り
か
た
を
問
い
直
す
作
業
」（
二
五
頁
）
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
日
本
の
人
類
学

界
が
、
自
ら
の
淵
源
と
学
問
の
政
治
性
を
正
面
か
ら
向
き
合
う
研
究
者
が
少
な
い
な
か
、
筆
者
に
よ
り
実
像
が
示
さ
れ
た
と
い
え

よ
う
。
本
章
で
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
著
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』（
原
著
一
九
七
八
年
）
以
降
の
研
究
史
な
か
で
本
書

の
位
置
を
述
べ
る
。
た
だ
し
、
本
書
は
、
近
年
の
人
類
学
者
以
外
に
よ
る
人
類
学
へ
の
批
判
と
告
発
と
は
異
な
る
。
本
書
は
、
そ

れ
ら
の
批
判
に
対
す
る
人
類
学
か
ら
の
応
答
と
い
う
自
己
防
御
で
は
な
く
、
現
代
と
未
来
の
人
類
学
の
た
め
に
、
生
産
的
な
議
論
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を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
の
構
成
に
つ
い
て
、「
前
篇　

植
民
地
の
拡
張
と
人
類
学
」（
第
一
～
四
章
）
で
は
、
日
本
が
参
戦
し
た
日
清
・
日
露
戦

争
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
果
に
よ
り
、
植
民
地
と
し
て
獲
得
し
た
諸
地
域
に
お
け
る
人
類
学
的
調
査
を
取
り
扱
う
。「
後
篇　

戦
時
中
の
民
族
学
」（
第
五
～
七
章
）
で
は
、
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
以
降
に
お
い
て
、
日
本
が
勢
力
を
拡
大
し
た
地
域
で
の

人
類
学
的
調
査
を
取
り
扱
う
。
続
い
て
、
各
章
の
要
点
を
紹
介
し
よ
う
。

　

前
篇
の
「
第
一
章　

台
湾
：
旧
慣
調
査
と
台
北
帝
国
大
学
」
で
は
、
日
清
戦
争
の
結
果
、
台
湾
を
領
有
化
し
た
が
、
円
滑
な
統

治
を
行
う
た
め
、
現
地
の
諸
民
族
（
漢
人
、
原
住
民
）
の
慣
習
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
、
台
湾
総
督
府
に
よ
る
臨
時
台
湾
旧
慣

調
査
会
、
台
北
帝
国
大
学
の
土
俗
・
人
種
学
研
究
室
な
ど
の
実
態
を
論
じ
て
い
る
。

　
「
第
二
章　

朝
鮮
：
慣
習
調
査
と
京
城
帝
国
大
学
」
で
は
、
日
韓
併
合
に
よ
り
朝
鮮
半
島
が
日
本
領
と
な
り
、
韓
民
族
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
慣
習
や
土
地
制
度
に
つ
い
て
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
行
政
調
査
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
京
城
帝
国
大
学
の
赤
松
智
城

（
後
述
）
と
秋
葉
隆
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
な
ど
の
実
態
を
論
じ
て
い
る
。

　
「
第
三
章　

南
洋
群
島
：
委
任
統
治
と
民
族
調
査
」
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
勝
の
結
果
、
旧
ド
イ
ツ
領
で
あ
っ
た
南
洋

群
島
が
日
本
領
と
な
り
、
島
民
の
生
活
と
文
化
が
調
査
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
調
査
に
従
事
し
た
松
岡
静
雄
（
民
俗
学
者
柳
田
国
男

の
実
弟
）、
土
方
久
功
、
杉
浦
健
一
に
よ
る
動
向
を
論
じ
て
い
る
。

　
「
第
四
章　

満
洲
：
満
鉄
調
査
部
と
満
洲
国
の
民
族
学
」
で
は
、
明
治
の
日
露
戦
争
後
に
満
洲
各
地
の
権
益
を
取
得
し
た
日
本

は
、
同
地
へ
の
進
出
を
試
み
、
昭
和
初
期
に
成
立
し
た
満
洲
国
で
の
動
向
を
論
じ
て
い
る
。
植
民
地
会
社
で
あ
る
南
満
洲
鉄
道

（
略
称
、
満
鉄
）
の
調
査
局
に
よ
る
旧
慣
調
査
、
建
国
大
学
や
満
洲
民
族
学
会
に
よ
る
民
族
調
査
を
扱
っ
て
い
る
。

　

後
篇
の
「
第
五
章　

民
族
研
究
所
：
戦
時
中
の
日
本
民
族
学
」
で
は
、
岡
正
雄
が
中
心
と
な
り
文
部
省
の
附
属
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
た
民
族
研
究
所
が
、
複
数
の
学
者
を
動
員
し
て
統
治
に
関
わ
る
調
査
を
行
っ
た
実
態
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
地
政
学
と
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し
て
の
民
族
学
が
、
政
治
性
を
色
濃
く
帯
び
て
活
動
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
第
六
章　

内
陸
ア
ジ
ア
研
究
と
京
都
学
派
：
西
北
研
究
所
の
組
織
と
活
動
」
で
は
、
日
本
が
進
出
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
か

れ
た
研
究
所
に
つ
い
て
、
調
査
要
員
で
参
加
し
た
京
都
帝
国
大
学
関
係
者
の
人
脈
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
西
北
研
究
所
に
は
、

今
西
錦
司
を
中
心
に
、
当
時
は
学
生
の
梅
棹
忠
夫
が
参
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
第
七
章　

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
と
ム
ス
リ
ム
工
作
：
内
陸
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
研
究
」
で
は
、
日
本
の
勢
力
下
に
お
い
た
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
人
々
が
多
い
こ
と
か
ら
、
中
国
回
教
総
連
合
会
、
大
日
本
回
教
協
会
、
回
教
圏

研
究
所
な
ど
の
各
拠
点
で
の
調
査
と
工
作
活
動
の
実
態
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
終
章　

近
代
日
本
の
学
知
と
人
類
学
」
で
は
、
日
本
人
類
学
の
形
成
過
程
、
大
日
本
帝
国
の
拡
張
と
人
類
学
の
関
係
、
学
問

と
倫
理
に
つ
い
て
、
鋭
い
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
本
評
に
関
わ
る
事
項
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
人
類
学
の

起
源
を
取
り
上
げ
よ
う
。
筆
者
に
よ
れ
ば
三
つ
の
流
れ
が
あ
り
、
第
一
に
社
会
主
義
運
動
、
第
二
に
登
山
、
第
三
に
宗
教
学
で
あ

る
と
指
摘
す
る
（
五
〇
五
頁
）。
第
一
及
び
第
二
の
点
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
本
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

第
三
の
宗
教
学
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
最
初
期
の
宗
教
学
で
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
姉
崎
正
治
を
代
表

す
る
よ
う
に
、
宗
教
の
理
論
研
究
、
特
に
心
理
学
的
な
比
較
宗
教
学
か
ら
の
研
究
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
未
開
社
会

の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
農
耕
儀
礼
に
関
心
を
示
す
研
究
者
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
関
心
か
ら
、
西
洋
の
人
類
学
に
お
け

る
学
説
と
成
果
が
、
日
本
の
宗
教
学
界
に
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

−103−



四　

近
代
日
本
の
人
類
学
史
と
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　

日
本
人
類
学
史
の
学
統
の
一
つ
に
は
、
前
述
の
と
お
り
宗
教
学
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
複
数
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
関
係
者

が
い
た
。
こ
の
学
統
は
、
宇う

野の

円え
ん

空く
う

（
一
八
八
五
～
一
九
四
九
）
と
赤あ
か
ま
つ松
智ち

城じ
ょ
う（
一
八
八
六
～
一
九
六
〇
）
に
始
ま
る
。
本
書

に
よ
れ
ば
、
両
者
は
「
早
い
時
期
か
ら
宗
教
人
類
学
に
造
詣
が
深
い
研
究
者
で
あ
っ
た
」（
一
四
三
頁
）
と
い
う
。

　

宇
野
は
、
専
徳
寺
（
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
野
神
ノ
木
町
）
の
出
身
で
あ
る
。
東
京
の
高
輪
仏
教
大
学
を
経
て
、
京
都
帝
国
大
学

で
学
ん
だ
後
に
、
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
三
年
ま
で
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
人
類
学
者
モ
ー

ス
（M

arcel M
auss, 1872

︱1950
）
に
学
ん
だ
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
を
設
立
母
体
と
す
る
仏
教
大
学
（
現
在
の
龍
谷
大
学
）

で
教
鞭
を
執
っ
た
の
ち
、
東
京
帝
国
大
学
宗
教
学
講
座
の
助
教
授
を
経
て
、
同
大
学
の
東
洋
文
化
研
究
所
の
教
授
を
務
め
た
。
学

術
上
の
功
績
か
ら
、
帝
国
学
士
院
の
恩
賜
賞
が
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
よ
れ
ば
、
宇
野
は
、「
日
本
民
族
学
会
の
発
起
人
の
一
人
で
も
あ
り
、
戦
前
の
学
会
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
」

（
五
〇
九
頁
）
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
部
省
所
管
の
民
族
研
究
所
と
財
団
法
人
民
族
学
協
会
の
共
催
に
よ
り
、
一
九
四
三
年
一
一

月
か
ら
始
ま
っ
た
「
民
族
研
究
講
座　

第
一
期
」
で
は
、
宇
野
は
宗
教
民
族
学
の
講
義
を
担
当
し
た
（
三
四
七
頁
）。
こ
れ
は
一

般
向
け
の
公
開
講
座
で
、
占
領
地
の
実
情
を
知
る
た
め
の
実
学
と
し
て
、
宗
教
民
族
学
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

　

赤
松
は
、
徳
応
寺
（
山
口
県
周
南
市
川
端
町
）
の
出
身
で
あ
る
。
本
願
寺
派
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
赤
松
連
城
の
孫
で
、
社
会

運
動
家
赤
松
克
麿
と
労
働
運
動
家
赤
松
常
子
の
兄
に
あ
た
る
。
京
都
帝
国
大
学
に
学
び
、
一
九
一
五
年
に
は
宗
教
研
究
会
を
組
織

し
て
、
機
関
誌
『
宗
教
研
究
』
の
刊
行
に
尽
力
し
た
。
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本
書
に
よ
る
と
、
一
九
二
四
年
に
朝
鮮
で
京
城
帝
国
大
学
が
設
置
さ
れ
た
後
に
、
一
九
二
七
年
に
赤
松
は
赴
任
し
て
同
大
法

文
学
部
に
て
宗
教
学
を
教
え
た
の
で
あ
る
（
一
〇
七
、
一
三
二
頁
）。
同
僚
の
秋
葉
隆
と
共
に
、
朝
鮮
半
島
や
満
洲
、
蒙
古
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
を
行
っ
た
（
一
四
〇
頁（

1
（

）。
ま
た
満
洲
国
の
建
国
大
学
で
、
赤
松
は
兼
任
講
師
と
し
て
「
諸
教
概
説
」
を

担
当
し
た
（
二
八
三
頁
）。
同
大
学
は
、「
五
族
共
和
」
の
教
育
を
目
指
し
た
の
で
あ
る

　

宇
野
と
赤
松
の
薫
陶
を
受
け
た
の
が
、
松ま
つ

井い

了り
ょ
う

穏お
ん

（
一
八
九
七
～
一
九
四
七
）
で
あ
る
。
松
井
は
、
西
信
寺
（
兵
庫
県
姫

路
市
網
干
区
和
久
）
の
出
身
で
、
仏
教
大
学
（
前
述
）
に
学
ん
だ
後
、
東
京
帝
国
大
学
選
科
生
と
し
て
宗
教
学
を
学
び
、
龍
谷

大
学
の
教
員
を
経
て
、
本
願
寺
海
外
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
前
述
の
宇
野
と
同
じ
く
モ
ー
ス
に
師
事
し
た
。
帰

国
後
、
龍
谷
大
学
に
戻
る
が
、
後
に
は
満
洲
国
の
建
国
大
学
に
赴
任
し
た
。
本
書
で
は
、
満
洲
民
族
学
会
に
お
け
る
「
民
族
宗

教
」
部
会
の
主
査
と
し
て
の
松
井
の
名
前
を
紹
介
し
て
い
る
（
三
〇
三
頁
）。
松
井
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
ア
ル
ブ
ヴ
ァ
ク
ス

（M
aurice H

albw
achs, 1877

︱1945
）、
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
者
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
（Bronisław

 K
asper M

alinow
ski, 1884

︱1942

）
の
翻
訳
を
手
が
け
て
い
る（

2
（

、
な
お
、
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
翻
訳
は
、
当
初
は
、
赤
松
智
城
・
宇
野
円
空
監
修
「
原
始
文

化
叢
書
」（
岡
書
院
）
に
所
収
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
叢
書
で
は
な
く
別
途
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
叢
書
の
翻
訳
者
に
、

複
数
の
龍
谷
大
学
出
身
者
が
い
た（

3
（

。

　

本
書
で
、
特
に
言
及
し
た
箇
所
は
な
い
が
宇
野
の
系
譜
に
連
な
る
、
棚た
な

瀬せ

襄じ
ょ
う

爾じ

（
一
九
一
〇
～
一
九
六
四
）
を
こ
こ
で
触
れ

て
お
こ
う
。
棚
瀬
は
、
光
泉
寺
（
岐
阜
県
瑞
穂
市
別
府
）
の
出
身
で
、
東
京
帝
国
大
学
で
宇
野
か
ら
宗
教
民
族
学
を
学
び
、
戦
時

中
は
半
官
半
民
の
財
団
法
人
東
亜
研
究
所
に
勤
め
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
宗
教
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。
戦
後
は
、
龍
谷
大
学

を
経
て
、
京
都
大
学
で
東
南
ア
ジ
ア
研
究
を
進
め
る
が
、
五
〇
代
半
ば
で
早
世
し
て
い
る
。
棚
瀬
の
指
導
を
受
け
た
の
が
、
口く
ち

羽ば

益ま
す

生お

（
一
九
三
一
～
）
氏
で
、
満
行
寺
（
島
根
県
邑お
お

智ち

郡ぐ
ん

邑お
お

南な
ん

町ち
ょ
う

井
原
）
の
出
身
で
あ
る
。
口
羽
氏
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
留
学
を

経
て
、
龍
谷
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
が
、
そ
の
学
風
は
、
戦
前
の
民
族
学
で
は
な
く
米
国
流
の
文
化
人
類
学
で
あ
っ
た
。
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評
者
に
と
っ
て
、
気
に
な
る
点
が
あ
る
。
宇
野
と
赤
松
な
ど
彼
ら
の
学
問
と
信
仰
は
、
い
か
な
る
相
互
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
宇
野
は
、
人
類
学
の
専
門
書
を
出
し
つ
つ
、
浄
土
真
宗
の
教
学
に
関
す
る
専
門
書
の
編
集
に
当
た
っ
て
い

る（
4
（

。
人
類
学
で
は
、
多
神
教
の
神
々
や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
諸
霊
を
研
究
す
る
が
、
浄
土
真
宗
は
た
だ
阿
弥
陀
如
来
の
み
に
対
し
て
専

修
念
仏
を
称
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

全
く
異
な
る
宗
教
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
中
で
、
客
観
に
よ
る
学
問
対
象
と
主
観
に
よ
る
自
身
の
信
仰
は
、
共
存
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
本
願
寺
派
の
学
統
に
は
、
宗
門
を
近
代
化
し
た
島
地
黙
雷
か
ら
連
な
る
、
海
外
の
学
問
を
先
取
す
る
精
神
が
あ
っ
た
。
近

代
的
学
問
の
草
創
期
に
生
き
た
本
願
寺
派
人
類
学
者
に
よ
る
学
問
と
信
仰
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
近
代
日
本
の
仏
教
者
に
よ
る
信

と
知
の
在
り
方
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
。

五　

結
語

　

以
上
で
、
本
書
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
本
書
に
よ
っ
て
、
日
本
の
人
類
学
の
学
問
形
成
が
、
植
民
地
拡
張
と
い
う

当
時
の
時
代
情
勢
、
そ
し
て
更
な
る
占
領
地
の
拡
大
を
経
て
、「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
建
設
と
は
無
縁
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、

著
者
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
書
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
は
、
一
読
を
勧
め
た
い
。
副
題
に
あ
る
「
帝
国
と
植

民
地
の
記
憶
」
は
、
人
類
学
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
人
文
科
学
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
者
は
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ

き
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
戦
前
の
植
民
地
に
い
た
日
本
人
の
人
類
学
者
が
、
敗
戦
後
は
日
本
本
土
に
引
き
揚
げ
て
、

連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
調
査
部
門
に
勤
務
し
て
い
た
事
例
が
多
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
在
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職
し
た
ア
メ
リ
カ
人
の
人
類
学
者
は
、
戦
時
中
に
お
け
る
戦
略
目
的
で
行
わ
れ
た
日
本
研
究
に
関
わ
り
か
ら
、
戦
後
の
人
類
学
に

浸
透
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
の
次
著
は
、「
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
を
基
軸
に
し
た
ア
メ

リ
カ
の
人
類
学
史
を
書
き
た
い
」（
五
二
三
頁
）
と
の
こ
と
で
待
望
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
近
代
日
本
の
人
類
学
史
に
お
け
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
人
脈
に
つ
い
て
は
、
評
者
が
ま
と
め
た
研
究
論
文
等
の
目
録

を
掲
載
す
る
の
で
、
関
係
各
位
は
参
考
に
さ
れ
た
い
。

注
記

（
1
） 

赤
松
智
城
と
秋
葉
隆
に
よ
る
共
著
で
の
研
究
成
果
に
、『
朝
鮮
巫
俗
の
研
究　

上
・
下
巻
』（
大
阪
屋
号
書
店
、
一
九
三
八
年
）、『
満
蒙
の
民
族
と
宗

教
』（
大
阪
屋
号
書
店
、
一
九
四
一
年
）。

（
2
） 

松
井
了
穏
に
よ
る
翻
訳
の
成
果
に
、
ア
ル
ブ
ワ
ッ
ク
ス
著
『
宗
教
心
の
社
会
的
起
原
│
│
デ
ュ
ル
ケ
ム
「
宗
教
社
会
学
」
要
綱
』（
顕
真
学
苑
出
版

部
、
一
九
三
三
年
）、
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ィ
著
『
原
始
心
理
に
於
け
る
父
』（
学
芸
叢
書
第
一
、
龍
谷
大
学
学
芸
部
内
宗
教
と
芸
術
社
、
一
九
三
八
年
）、

マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ィ
著
『
原
始
民
族
の
文
化
』（
文
化
と
技
術
叢
書
第
六
、
三
笠
書
房
、
一
九
三
九
年
）。

（
3
） 

赤
松
智
城
・
宇
野
円
空
監
修
「
原
始
文
化
叢
書
」（
岡
書
院
）
に
お
い
て
、
マ
レ
ッ
ト
著
『
先
霊
観
│
│
原
始
の
超
自
然
観
』（
第
六
編
、
一
九
三
〇

年
）
の
訳
者
の
野
村
了
本
は
、
西
光
寺
（
岐
阜
県
揖
斐
郡
大
野
町
公
郷
）
の
出
身
で
一
九
二
五
年
龍
谷
大
学
文
学
部
宗
教
学
宗
教
史
専
攻
卒
業
。

リ
ヴ
ァ
ー
ズ
著
『
原
始
文
化
伝
播
説
』（
第
五
編
、
一
九
二
八
年
）
の
訳
者
の
長
岡
曠
若
は
龍
雲
寺
（
山
口
県
長
門
市
油
谷
向
津
具
下
）
の
出
身
で

一
九
二
八
年
龍
谷
大
学
同
専
攻
卒
業
。

（
4
） 

宇
野
円
空
に
よ
る
主
な
成
果
と
し
て
、
宗
教
民
族
学
分
野
で
は
、『
宗
教
民
族
学
』（
人
類
学
叢
書
第
六
編
、
岡
書
院
、
一
九
二
九
年
）、『
マ
ラ
イ
シ

ヤ
に
於
け
る
稲
米
儀
礼
』（
東
洋
文
庫
論
叢
第
二
八
、
岩
波
書
店
発
行
、
丸
善
発
売
、
一
九
四
一
年
）、
浄
土
真
宗
の
教
学
分
野
で
は
、
編
著
『
聖
典

講
讃
全
集　

第
一
～
七
巻
』
小
山
書
店
、
一
九
三
四
～
一
九
三
五
年
）
な
ど
。

（
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
専
門
職　
（
専
門
）宗
教
学
）
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附
録　

近
代
日
本
の
人
類
学
史
と
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
関
係
者
の
研
究
文
献
目
録

①
　
宇
野
円
空

伊
藤
幹
治
「
宇
野
円
空

│
稲
作
と
信
仰
」（
森
鹿
三
・
伊
藤
幹
治
『
日
本
民
俗
文
化
大
系　

一
一
』
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）、
二
〇
三
│
三
八
六
、
三

九
五
│
三
九
八
頁
。

伊
藤
幹
治
「
宇
野
円
空
論
拾
遺
」（『
民
博
通
信
』
第
二
〇
号
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
一
九
八
三
年
）、
二
│
四
頁
。

大
矢
野
文
明
「
宇
野
円
空
の
人
と
学
問
」（
田
丸
徳
善
編
『
日
本
の
宗
教
学
説
』
東
京
大
学
宗
教
学
研
究
室
、
一
九
八
二
年
）、
八
七
│
九
八
頁
。

小
口
偉
一
「
回
想
・
宇
野
円
空
先
生
」（『
日
本
民
俗
文
化
大
系
月
報
』
第
一
一
号
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）、
九
│
一
〇
頁
。

鷹
谷
俊
昭
「
珠
玉
の
こ
と
ば　

宇
野
円
空
の
歌
」（『
大
乗
』
第
三
四
巻
第
五
号
、
大
乗
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）、
四
四
│
四
八
頁
。

棚
瀬
襄
爾
「
宗
教
民
族
学
者
と
し
て
の
故
宇
野
円
空
先
生
」（『
民
族
学
研
究
』
第
一
三
巻
第
四
号
、
日
本
民
族
学
会
、
一
九
四
九
年
）、
八
一
│
九
三
頁
。

藤
秀
璻
「
宇
野
円
空
│
│
拾
遺
妙
好
人
伝
」（『
大
乗
』
第
六
巻
第
九
号
、
大
乗
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
）、
四
四
│
五
〇
頁
。

藤
秀
璻
『
明
師
の
言
葉
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
五
七
年
）
所
収
の
「
宇
野
円
空
」（
二
三
三
│
二
五
二
頁
）。

②
　
赤
松
智
城

明
石
竜
義
編
『
寺
史
』（
徳
応
寺
、
一
九
九
二
年
）、
全
一
〇
九
頁
。

菊
地
暁
「
赤
松
智
城
論
ノ
オ
ト
│
│
徳
応
寺
所
蔵
資
料
を
中
心
に
」（『
人
文
学
報
』
第
九
四
号
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
│

三
五
頁
。

菊
地
暁
「
智
城
の
事
情
│
│
近
代
日
本
仏
教
と
植
民
地
朝
鮮
人
類
学
」（
坂
野
徹
・
愼
蒼
健
編
『
帝
国
の
視
角
／
死
角
│
│
〈
昭
和
期
〉
日
本
の
知
と
メ

デ
ィ
ア
』
青
弓
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
八
〇
│
一
一
二
頁
。

菊
地
暁
「
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
・
ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ス
ト
赤
松
智
城
」（『
近
代
仏
教
』
第
一
八
号
、
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
）、
四
四
│

五
九
頁
。

全
京
秀
（
チ
ョ
ン
・
ギ
ョ
ン
ス
）
著
、
岡
田
浩
樹
・
陳
大
哲
訳
『
韓
国
人
類
学
の
百
年
』（
風
響
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
特
に
第
二
章
「
植
民
地
支
配
と
韓

国
人
類
学
」（
四
三
│
一
三
七
頁
）。

全
京
秀
著
、
板
垣
竜
太
訳
「
赤
松
智
城
の
学
問
世
界
に
関
す
る
一
考
察
│
│
京
城
帝
国
大
学
時
代
を
中
心
に
」（『
韓
国
朝
鮮
の
文
化
と
社
会
』
第
四
号
、

韓
国
・
朝
鮮
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
五
年
）、
一
五
六
│
一
九
二
頁
。
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全
京
秀
著
、
川
瀬
貴
也
訳
「「
宗
教
人
類
学
」
と
「
宗
教
民
族
学
」
の
成
立
過
程
│
│
赤
松
智
城
の
学
史
的
意
義
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
」（
日
本
思
想
史

懇
話
会
編
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
七
二
号
、
特
集
「
近
代
日
本
と
宗
教
学
│
│
学
知
を
め
ぐ
る
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
」、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八

年
）、
一
〇
七
│
一
二
九
頁
。

七
沢
賢
治
「
赤
松
智
城
」（『
宗
教
学
年
報
』
第
二
一
輯
、
特
集
「
日
本
の
宗
教
学
者
」、
大
正
大
学
宗
教
学
会
、
一
九
七
六
年
、
八
四
│
八
七
頁
。

羽
渓
了
諦
「
赤
松
智
城
博
士
を
悼
む
」（『
宗
教
研
究
』
第
三
三
巻
第
四
号
（
通
巻
第
一
六
三
号
）、
日
本
宗
教
学
会
、
一
九
六
〇
年
）、
一
二
九
│
一
三
二

頁
。

山
口
大
学
附
属
図
書
館
文
理
学
部
分
館
編
『
山
口
大
学
文
理
学
部
赤
松
文
庫
図
書
目
録
』（
山
口
大
学
附
属
図
書
館
文
理
学
部
分
館
、
一
九
五
四
年
）、
全

一
八
六
頁
。

③　

松
井
了
穏

大
澤
広
嗣
「
宗
教
学
研
究
者
と
「
満
洲
国
」
│
│
建
国
大
学
の
松
井
了
穏
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
一
五
号
、
仏
教
文
化
学
会
、
二
〇
〇
七
年
）、

一
五
八
│
一
七
九
頁
。

④
　
棚
瀬
襄
爾

口
羽
益
生
「
人
と
学
問　

棚
瀬
襄
爾
│
│
宗
教
民
族
学
者
」（
東
京
都
立
大
学
社
会
人
類
学
会
編
『
社
会
人
類
学
年
報
』
第
六
巻
、
弘
文
堂
、
一
九
八
〇

年
）、
一
五
五
―
一
六
八
頁
。

口
羽
益
生
「
棚
瀬
襄
爾
│
│
宗
教
文
化
史
的
民
族
学
者
」（
綾
部
恒
雄
編
『
文
化
人
類
学
群
像　

三　

日
本
編
』（
ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）、

三
九
一
│
四
一
〇
頁
。

堀
一
郎
「
棚
瀬
襄
爾
君
の
想
い
出
」（『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
巻
第
四
号
、
京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
六
五
年
）、
一
〇
一
│

一
〇
三
頁
。

Ｙマ
マ

「
棚
瀬
襄
爾
氏
を
悼
む
」（『
大
乗
』
第
一
六
巻
第
一
号
、
大
乗
刊
行
会
、
一
九
六
五
年
）、
六
二
頁
。
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